
入 監北１

２１
第

平 問金 査海

成 題及 の道改

十 をび 結地

三 先借 果方善

年 送入 に競

十 基馬を

北 海

４

月表務括年

１１２

第

し平」外 監平

成 査成日たは部月

に。平監 の

人付

年 結年包成査日

度 果度括

ら北

の のの外年かけ

報包部

道 公 報

置

自じ成

度 方講平

年 地を
の
包 治た
括 法旨年

外 第の
通月 部
知 監
が日 条

号外第

監

〇査

監公

査表

公第

表
第 道号

十 監
五 査
号 委

号

り利二 し子 づ特

月 てに き別要

十 いつ 講会

四 るい じ計す

日

置い般 措つる一て たに

か
計 て事会

金

の
ら 項

曜

包

借

告道

括 告括監月報海

外 外査
かにあ報

部 部人日が公
、外

査 査ら、り号

監 監

結 結報

果 果告北平第

の が海成
号 北あ道

そ 北 海り病年で

海 道、院

年業９ぞ 道 地同事月れ

のあ の査

土 方

っ
基で 項にの １果た 第結

に、の 定き次 規づ、 の

公 包第り り法お よ同と

括表

員 目
公道
表

監

査

委

次員
日 地 競３会日れ

措
た

じ
講 にけ表 開 馬月計付公

特

い海た 公 別日つ北し 発

公 及

計けて道。 社 会付

号 こ

つ海は報 び

に北」
第 に

て公成外 れ

い道平

」報

係 は号年

平第月及 北

、外３号 る

監

る の 部

す 条 外

。北北北北
道道 ６ 人

海海海海 第 査
の 行

監監監監 項 が

道道
委委委委 規 っ

査査査査

よ 成
に 平

員員員員 定 た

山岡谷前

り
度知

崎本田 年、
公

表

発行 北 海 道
（総務部法制文書課）

３

置

団事退職確

検社討を

検

び 海

下法項職員保

討

成
号日平 道

年でに成 の

３公財包

か売に充馬

と競所競対実参

考馬等馬応を加

一 平ら
びか

正慶榮 及事

修藏

成措

門て投めな極

別増電ホ票勝を在的

競収話ッシ馬か宅な

電話

ペ
ー

一 ジ 印刷

２

札の程

い勝よ策力日

断

て検幌魅上

た馬専っの

し投用

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

会とこ

長別に、

特業で

さ人給にす

借計っの

期

。海引すた

い北与対る
職は

軽金退に

道当るめ

振い支会

馬つ金、

種に

社確合

公の都

興て払社

者

す財給

関な支

に実要

えフのフし図

まァ開ァたるの

すン設ン発な増

。のにの売ど加

利つ利所勝の

便い便、馬た

性て性在投め

を、宅票方

考客投券策

慮層票発を

しのシ売前

た変ス額向

場化テ及き

ス投け投導

外なムびに

馬を投カ

場図票イテ票る票入

にるシドム券たシの

魅こスウに収めス検

力とテ競つ入のテ討

あをム馬いの一ムが

る検ににて長つ必
要 設討つお期の

な 備しいけ低方

時 等ててる落策

を下今傾と方期

充さ後向し式で

実いのにて）は

競力の
さ。電歯新のな

馬を馬等問

ま票の勝討

。発別投場が題

す券門
券中りど

売競票をあな
す制

の場発心まの

額馬
収競額すが約

増の売と

増開中あ

に馬をる、が
競ま

夫催加催央り

工開

の

増せ、馬す

を日さは

負う

入」てよ

加る集と

子担能会

利負担な

金が
喪理

どるを処

なす力計

計失は

を会
おる

海理てめ

北処しや

方競まき

地、りべ

道は

積

る源額

競馬すと

給て

び職立

及退み
て

い当い

つ引つ

に与に

て金一 及は（ び、外 減当五

発どの競ご

会券たよしと

員を。平る、ミし

に購成小競ニま

規馬場し ホ入
ッし年模フ外た

カて度でァ発。

イいか低ン売

ドたらコの所

ウだ自ス利」

競く動ト便を

馬こ発な性設

せ話止た積い

い単多あカる
地 まて電独額り所
方 たは話でのまのネ

投す地ッ 競 、、投

資が方ト 馬 門今票

が、競） 共 別後シ

同 競もス方必平馬に
在 馬検テ式要成主加

催入 場討ムをで

のしに導あ年者し 宅

取てつ入る度が、 投

幌であ
、

に方客ので

票

るま

農討馬競あり

検競

部議運場とす

政会の馬

に改の結

内」営での。

いを催が

設お善開論

に
検る数さ

して図日出

置
討たをれ

た

成
馬事の判

一
の除

金免
入は

借度
部年

価面

つと
にこ
息る
利す

九 償、）

売施を置

のお
費に

却道

のと
勝と機設考す

馬しなを慮る

投まど整しこ

票しに備たと

りまきすたか参全

組いまるめら画国 シ

みりしこ困全しの ス

にまてと難国て加 テ

つすははで９いム入

にやと

北しめ増た

。、

、べろ

道結はすこ

海た し
いと

馬、札きで

競果

。
平た

、し
はま

て



とウ海い

か競道。門

ら馬に別

、振さ競

同興ら馬

北 海

額かいう額

のご固て北減の門門

段検定海価負別別

階討資道償担競競

的下産地却が馬馬

道 公 報

今、及

社要引れいて額

ま 都支 平当

す後同び 合給 成金

。、公過 の 要額

北社年 年残千 支

号外第

法せ

最全場でのの益ま

、人ん

合 低員あ職都は
補現会。

の 限がり員度

す退助金計

必 自本まが

要 己人

号

平しれ 成年たる 十度との 三末仮が 年に定最 十に場 公
社よ貸の

がり与運

競賃す営

馬借る費

施しこ用

設、とに

を当をつ

ホ該ごい

ッ施検て

カ設討

イを下

ド北さ

、さ方費可場場

計い基競相能のの

画。本馬当か権権

的財特額ど利利

な産別のう関関

計）会特か係係

上の計定ごには

が減で預検つ複

可価同金討い雑

能償公へ下てで

で却社のさあ

あにが積いる

るつ行立。こ

３高海が度 円 給
月は道行の 及 額

地う退 び 千方退職 日

円競職給 現

に馬給与 在千

特与引 千対 の円

、、

状で千別の当 円し

年計 自退

況あ円会毎金

足に度上 己職

でり不計

、れしお発不 都給

はそ

主で

会合与ぞてい生足

すを義も

金 都の。職金

） 要合る受に適

額 合都

てづな

の 支でとけ基切

給退き

額職に退く会

し、職会計 ％

で理 計

年た北金計処 を
仮道支あと 上

度と海を

い べ

に定か出りは す

末

きそる公え

職しらす、

職しも
員た

二員た望 月全場ま 十員合し 四がのい 日

あ

の金で

社要準

会必基

合）り

都額

金

退繰す

でをま

曜

、

職入が

し て貸れり

お与る施とま門

りすこ設直し別

、ると所接た競

当こか有貸。馬

該とら者借場

土は、で契の

地適道あ約運

を切とるを営

さでし北締費

らなて海結用

にいは道すに

北と従競るつ

を
公ホ
社ッ
はカ
、イ
競ド
馬ウ
場競
施馬
設振
建興
設
時に

日

度
都

の
要

必。
てた

いし

前馬こい

と
こ
る
す
置
措

海考
道えど振とて

にらお興とは
つ事

期にい事十にの
、

計連い業

処まつて業分

に貸
分たい計

用与
地し

等す負北核関

の平る担海な工係

成 適方交道お業自

いが

い結少しム係て署
る一

るな 長果て公、部

１

２

含く 期、い社河署

区査 道改 援ぞに監 海
北

と

地善 業に別結 土 事れ

団績の

社業場
の馬

ま
し

自営

等、て画画絡て運

見議主全

の公は実の協

公す直の努般

実社、施

に行社るし上力に

現の

行い

一う自も等、をつ

視地うて

層事らのも用

負あ野のとも

努業ので

るう担るに処と簡

めの

にに

べちとこ入分も素

、促、し

き自責とれの

にら道進公て

で主任か

切法渉の、団治
あ事

年 なとの引南地体

度 運しほ取空関と

の 営てかり知連の

含 体は、等流美協

み 制、工が通唄議

損 を国業考工住が

約 確・団え業宅行

立関地ら団団わ

す係等れ地地れ

べ自のる及にて 億

き治早。びつお 円

で体期空いり を

のこ体
あと処知て、 解

意とと

みと 保処るの川
向かな

損も 有分。行、

地見う港 約
と込事湾やらっ

億 し額業、指、て

超

てのは空導公協 億を

のえ

議算、港を社力 円

、 事る

会定北、踏とし
海先 実含

等方海企ま北
て道行 確み

で法道業え
致遂の取 認損

指にの誘
路等行関得 をが

摘も道

る、のさ係事 し存

さよ

トわ管の 開 ・係し果
れ

収す括 公 レる理総 発を

ン及こ及 ニ入る社要 ー

る セ事がこ グびとびす

係事 タ費要に ン業必れ

。北項 事よする ーをで

価営

法評運
そ正海 業り

道ら事

海明理

北を管

人

営

馬す道

種に・

軽か業
、全

公め馬

興た競

振る

等社効

事別の

の門般

社

平こ運名

。
る業お、と

す事全成と営の

目ま健

とに変

標
に。業化

ていや

処計計年しつ更

等をまいて人

分画画度

、費

完の策でまは件

を

し目。平等

了見定をす

費

るし、標公成経

す直

こに長に社

る消の分中は早

。、
工方開化う

業 南美策発計。

団 空唄及公画）

地 知団び社」に

関 流地平がお

連 通」成策以い

定下て 美 工と

業い年し、

団う２た健平 唄
地。月全成 住
宅 及）に事化

てたが在ダ関れ部業

団

年開公にう

、

地づと

先２発健有基こ

に社化等きと

行月公全

とま

得道の方取道し

取

営」の公し

事が経策得

。

に定健とル社た

業策
化うル十

つし全いーが

て方。を分

いた

。講 た務 し財
の れ確道

費

道及業

業競支

措
た

じ ー別

馬レ区

競トに

営び
用グ管

費ン、

催ニし

開

二、セ理 （競ンす 外馬タる 六

効度節

とつ期解の年の

て有を率か減

とい保消

職図

ては地図的らを

し

北業計年

、

い、はるな

びは

空、海運画度 地
知健道営」ま

中全土健とで 以
核下化地全いを

」にめ協

は北策）定な

平道お、議

、海
下てれ行

成土以いこを

地

場ーこ

置

、

〇ののと ）

費事ま

理理し

管管と



平 資成 億本十

円三
年 百 含十 万

北 海

自処と

事円円ててに理

、主理な

業と 北でいは
。北事すり

な に 海公る

の北海業る、

り 係 道社
る、 の

道 公 報

２
月

きま長

する保現況

くれ期日概

こ地）

る。有在

号外第

失送

販会検てる返損先

たはり

売及討債た済し
務が膨は

損びが務め義
公をっら、

失道必負、

の民要担

号

ららを

的さか加

率道増

み

営、無止

運にの抑

な

二

損
円

月 ）

十 の

四 債

日

公な
－と

円過
万超

百務

金

自。
社る

曜

長合 公自海道にと平
己

期計 表主道が係仮成

に事単解る定 保
よ業独決含す年

地 る用事すみれ３ 億 有

の の と地業べ損ば月 円

含 、ののきは、

み み 北含含も、公日 含

在 損 損 海みみの企社現
損で が は 道損損で業の

のはにあ会

生つる計失は 単

の

独億億じい。的処約

実

たの

る損

なみ

に含

と
急

早態

め
対成

な平

策

行社負てみ将
望３

が年

あ為のっ、続来

補へで

措説る金て時けの

填の

海

置明。債融い間る北
と道

がと北務機るのこ
過にの

必理海保関。経

）らとな財

要解道証か

得公をのとり政

とがは

担

るら社行借も、負

な

含題を

がれにっ入に問

いのみの大

、る対て金

期子る

に長利す
議かし

、

て有金か

め保資ほ

努
関入地

くに導土

い地の
分

がてよ処

要しにの

必
北価伴

る、簿に

あはり
海のう

。

日 は道買書骨に

に的が

、現と収）格道

国取地基緑買

平：で用

土りのづ地取

成

進つを

年交交取きにり

省しいめい行 １通わ扱

はま に北たにるてい

月
海つこ
平た 海
道いいと、し 北

ゆ」し成。 道
局わてと

な

地買無つ貸道ら

開
）

取お

に収利い付まが再
分得、

つ用子てをた処
道策を苫

い地貸は行、
ま単を行東

ては付平い
し独策う二

は平を成

平成、
公年た事定こ次 成
年社度。業しと買
し用

年度自か用計と収

に的ま地

度）主ら地画

か事全

費準

苫ら業額つにしに

はいな成等備簿

て行平
は金価 、まお

価ら抑

平し、年簿か額

。みか額支制

成た含度
自のすた

年損らへ出の

こ、

よ拡主加るめ

度の

低を業をと道

り大事算
地りし独

利防用とと単

さ

める単千平はま

子ぐ

たら

平まと事歳成平し
成 成たと業空

。に 、も用港年
度公

年長に地用度年、

、らか社

４期、に地か

価い空、ら自

月保簿つ

り地額て知苫無主

よ有

子業

実の抑は中東利事

工次貸用

施処制美核二

た団業買付地

し分の唄

設
て促

り

る

ま道年す

し民
りも

。へよと

た等月と

をホ情

解社、

理公に

の

規

たペ開

るム公

得ー報

めー

とるて

次認り度

北二確お年 発
開構公地地隣用

、

庁海
発想社域接地

公たつ
ををが振農すの

利て社。い

東、用低い

次額に子はかて

二全地

、
滑空国海

なでた時に北

降走知の道

っ近てめ以

貸たのやま事
て時きに

理、た用

付め管めし業

。

を、

し場得小

なので行取苫

社か区さ牧

新昭る役公

め地団収をに
千和基割

まを、、地用行つ

い進

３

。
す図道新が地いい

し処鑑北解
と

しる

策

個。億道た分定海決

ジ程
別そ円が試見評道

成開定

平をを

に
処北
海 分億

）一ま

図策取興地るま

しし備が部茶

る定得整

用内

め、た公含の志

た

昭にれ地川

、北。団ま

岸

和道和売てが両

昭海

却い買 か

たら営

年ら年した取に

委に際めれ農

度の度た

、の

開託北、、ず中

に

道買地未未

発に海未農

、てはの路中工は
基よ

る新い、地延核業、

い

炭

。千る新域長工再産

団置地

歳も千要の業配

へ意地促の

空の歳望合

の、港のが進振

港の空

要策と

ハ今の対必対興

応 ブ後

あ趣陸

化の時をでの内

地運いる旨部

へ用間行

ら工

動処用、。かの

の

をがし域れ市

き分合さ

幹 歳

約

空年空担取、外ず側

港度港う得運と、

用よ及たし輸さ約

地りびめた省れ

）

、整地が

道国に。のた

内際

に歳利

航交北備域千未

の道示つ市用

空流海告

約の

網拠かにい側地

路

ま

の点らおて

中とのいは

ま

公算込価単

心し依て国

結加表額額等独

にの増

業

討果ししもをの事

検

定施の

し、てた不確実

分定すが長

た含い処確

損。見要る必期

試みる

で有

額は込素た要保

算

額がめ はもあにあ地 億、るはるの
生 円と

今こ不。発 億円

円

検か産要 でな

回と動

道 見
が 込で
公 額あ
表 のる
し 検

が
て 討

、
土
地 い
の る
現 処
状 分
等 見
を 込

処

本りが収と利買

考 額

方にた分

とちい用心る

てく策新め・

しづて

なこ用

いり空」た、活

画中し活のを

ま計知と

画め

が」核て用計進

す
、の工、を三 奈後業福図とて（ 井期団祉る連ま外 江基地関こ動い六

有け
保分

がの意ら、業

、つ後

はに今

で地、

道

・

中は分

知て処

空いの

、と

業つ用

工３活

核、

走と
滑民

住
とて頼飛に

つ得
にが

長意
延合
路の

らの因 り

はた
てれ
いら

カし

ま工２ま
、 、 あ討

に。

たお団所た

しな業
て

成びい

平及お

。、地
南

鑑

は流産

度知動

年空不

、通

は慮
後に

土、、

地処不

の分動

処価産

分額鑑

見見定

込直を

額し実

にや施

つ用す

町本の係としり一 で計多施とてま）

て後。

は画面設し今す

に的を

図

団のを
まお活中いの にと

長ンこ

のーる

地ゾ

中工定

域
地
係

関
、。

期 し

流地施

知団実

空業を

い地る

通の

て処こ

は分と

、のと

今際し



を。

務自開土北な導い

開道、踏

が主し地海く

る業い発のかま

あ事て

独、て

。とる公単つえ

他し公社

北 海

で公権名承

体命指に

４
社効社者し認

び計る公

よの率のでてを

支に。

け

利り業的理あい受

払
子年務に事りる

道 公 報

が年

業れ積業立るり毎

海困度

がずし計て。北

に北道難新

停、含画て

間損し海のなた

滞時み

す

号外第

い

解北る年

決海用頃

策道地に

にのはか

号

平収る収 成地。を 十と現打 三と在診 年ももし 十

業海施

のて社の事北実

成見主と道さ

府造も自

関て

の分受事必のれ

県

らはし係い

土譲け業ず

の

開業れそも部る

地事

経確のが

発をるの明署

社規、緯な意実

公大が

別やに

で模北か区向態

展道、が指近

はに海ら

予決

に度遂及、。、
、

は監事算算

つ毎行び理

類

て負北事長及書

いに

、の事に

は担海は等び

北理の北役業つ

、処道

者画て

海す関海職計い

必部知も等も

道る係道

事告

一要署事知も報

の

一任が前義

般がとが事

るのもた道財場に
会あ

で生

な経膨がが政合発

社のもす

か過らっ公上

で、か制、る

でにんて

画いいまら約長管

計伴

保費

の支るた引等期理

るら有、

見払。は取か

来業必一地事

直利本事

が等は計要括に務

し子

し及

なが、画が引対費

つ単、け
さ累事をあ取

い独いて

て事ず取

業れ得

でもさ

長昭れ

期和た
。 保
有年し

とかか

ならし

っ昭、

て和事

に奈て 二散井い 月在江る 十す町が 四るを困 日

況

で未状

態じな

状通難

有収で

保買

金

てのる

し地あ

曜

と

あにと

にルこ

い買。

、し

てきま

っづし

た基
社

有公
公と。

、道た

は

健当を
得議
取協
等が
地

長し

務化は先

業全面優

行及保す

遂策期ま

を方
の今

る健地、

すび有が

に計消の

制化解後

体全

意い

いを図地

つ画を用

度費すは

基す

か等るな、現にま

、国づ。

平 らにこお：

をいと苫土き

成 ）つと
二通分

年 実てし東交処

す年し次省を １ 施はま

海め の る度た買北進 月

とに用道る 北 と毎。収
に）と 道

も道地局こ 海
開

に費

具計もい単度貸

体画土て新独か付

的が地対千事ら

な具利応歳業簿苫

検体用し空用価東

討化計て港地額二

をし画い用に抑次

行たのく地つ制買

う段変こをいを収

こ階更とはて図用

とで等とじはる地

と、のしめ、たは

し道協てと平め平

日

体元

た治・

ま自地
元団

振係」

域関村

地や気

、

実

備との

整関想

興機構

のを

でにに

団も現

公と

定量な整託の

ーう
ル行

討

仮と的の負を・検

う

う社も

に、に変担行公

得

て策る取

プ事発動と

先は

、
、しと等

は定こ

公費か な費

公社のし行、 を っ

社自削、取公

いのら減国得社 万 公 て

のし 発

、でつとと

円 社

５
理出て庁合て

管支い

事算継

職費はの計を平

務書続
成 北平員に北、
海 海成はつ派

い遣費にす年 道 道

てと議いす成無成
利 おしにまる

りてつす道年子年

業行

適よ地北事遂

、。
道海をす

切う公に海北

のい単道実る

なな社つ

は向
判管

、図
はを

地知た

、空け

と再必

が海な

た北り

し

のらと委要

ロ業生へな

の、人なも託で

パ量し

る

職変事的いに」あ

ー

契い。

員動業なよ、と

益応、約う

のに損対う

式

でしがが北形方

み対

公道をに

公て悪、海態

の人す社とす

社、化

社海こ

運件るの公北る

が事定が道と

営費。固

がの る健の等及事独
を

の 負赤 が全人をび業自
び運 担字

、な件行日及
道あ営 すと

北運費う本

見と路っで な 海営のこ

確直が公せは る る 道を

負保し不団ん限 。 と が

が 公 担すや可に等界

、

け業あ 社 しる、欠お事

極あるにる 全 てた積で

るに的る用お。 体
いめ

と計る

人はな。地い で

し上う
度 負 負年名て職
てさえ
は 担 担度とは員
支れで

の、 のにな、に
出て必

人事 人おっ北直
さい要

件業 件いて海接
れなな

費総 費てお道支

利 に、りが給

つ北、負さてい事益 い海う担れいが業

て道ちしてな、原 万が

円 ておい公価 か
ら名いりた社で に

円

ののる、めがあ つ万

施体

派人。公損事る い

事公す制

断理自て独と

事、業社るを

を体主も

、を業そ用はた確

し制

、す

多確との地、め立

の拡一べ

額立言経と公

れか区法体き

のすわ緯

みきてら別のとで

含べ

っる

損でい判が目なあ

昧にて。

がある断曖的

た期るで適業

生っ長す

道が
な。保とあっ務

じ

長係常

、関、

てのら

っ

を

有と況

保署現

期部に
密に

有が確

公社正

の公
い連し

つな握

に接掌

地

しのて行固業的調受等

の量め成担し

件は、経

区た と派の対派
度に

お遣推応遣年分。

やる関かつ

り職移すに

て

施に職こすらい

実員

と協遣も

しつ員とる派

まて退し定協協

ていの

つを書

いは職てに定定

て社益業。と
り、のい

ら

画と直ん公等得

遣件

つれ

経にとしでま社に
委いな

費おし、いた再
契託てい

のい、管ま、
。約」はこ

削て平理す
手形と、と

減人成職

に件

係ら

つ費年当態い関か

削方機、

い等度のをう

てのか

たを

は削ら減北式関引

て携、

。

い有、る

四
（
外
六

て結明

ま公動まい締に

のを。はし記

す社向す
極平負ま

事見、、し

。
続

、減職等海にとき

業

る合き

健を員に道すの

り託こ意現

全行数取受

こ見組・とが状

化うの

計

二
）



補要すも度平 要償しるの企の成 綱費た職と業費十 第、借員す会用三 工入のる計と年 条事金人」にし十

北 海

発円費
７

こ子が成

生と北等 のを売

しな海の

予、る道簿 万 年 た帳却
価定平。単価 円 度 め簿

ら そ額価成独加 のか 、

道 公 報

石成よ額

地狩の平る却
うは

石の平湾債

狩先成新務狩

港負湾年で、 開行

却

発取年地担新代あ売

得第域行港後る

号外第

き平つ

のの派件べに
６

後ので成い

派派遣今費

て

遣遣に

期期関は負あ
区。度

間間す、担る年

ののる協

号

たが慮お

ま社考な

公を
こ社

公拡る公

、公す、

に費に件とおて

社法

二 等対費あい処月 取のすそるて理十 得ほるの。支す四 原か利他払る日

及付子が

価当子の利の
発則

は資び随は原

と該
用の得用生で

、産取費

金

従含たる

地取にをしあ

費得曜

事算 金

、

、に事む年が

れに額

年業に 利 ま加を

度につ 水 で算上

るて

のし回準万に係い

可程帳支

で 管てる円は

算 費く能度簿払

試 理い

支額子 し 及と性の価利

借帳あ払は及 て び、が

管 年

入簿る利約び も

金価。子

半がす
利額平間が億理

湾を、る

かに２港為港
承計目北時

らつ回湾の
地認画標海の

のい北用
道のがはと道時

石て海

と

湾議先な、しの価

狩

実等判

新会行さ平て国

た９施に断

港定取れ成

会に。年さ対さ

地例得

るる

港で関改れすれ

域

道でい売。

湾、し訂て

に新

延延協定分で

用石

申」書をつた

長長定書
作成て先

請のが作いに

協取

及知成すも行

」通
書れと定得

び文さる
いもにた

北はてと書し

記有

道るなに明公

海あ
員、。人す地

職がい、

必海

の基が北

へにとと

派特での

員く要道

職づ
。は

等法るに

遣別あ間

つで
に人

員

はこ職

てる遣

いあ派

、と

日

平行年し

簿地はをもま

は額平成う度た

道価は

と毎。 支抑成
年とに 払制
度）に費

利を年度も道

及るか、で

子図
東全理出

びた苫ら管支
等る

理道二額費す

管め
に独買利にこ

費単次無

は縮ま

得抑プ省て圧し

イ導土さし

石に制ラ指

たるム金地れた

狩当す

逓

新ったレ利取る。

湾

ト適価減

港てめーを得

域、金よ用格率

地は、

、対適

港で利りしにを

るつ率事応用

湾きに利

事る

地だいの務しす

用

事収子つと

のけて低費

付てし

い業用貸いと

つ
、
て用地

含等特

はてはが理

にれ
、い事、

でばにた検対が

きれおが討すあ引貸

る、いっがるる当借

つ費と

先簿はいに務こ

を期設いがと

行価長建

８

取
無も般。自定

のと一る

主社る

利支会主自公す

保年とた等般
子払計事

る有経は利公の会

しれ
無も地過困子社簿計

、
動

制のはし難等に価に

性度）

動殊年産

不特生

以る事まの

開とのの

産

討
修 等 下。業れ検

別 業
整 引払いが

繕 調 の未て
とこ要
当 引 当金る必

引

金 及しとで
金 当 金
びてかあ

準計らる

備上、。

金す今万

計き会 円）

がべ後円 万

必十。金対
上も計は ）

。そてて

土の計、要分及照

地名画事でなび表

造のし業あ評準

成と実着る価備平

事お施手とが金成

業りすにと適に

は公るあも時つ年

自社もたににい３

主がのっ、行て月

事自でて経わ

業らあの営れ日

とのる慎成る現

事は土
も責。重果必在

子よ等業、地

融利に業

拡成

）、るにの公造

資

填い業法事

が管補つ事

の

し費なて主第業

難理
い等ど体

検つ１務

場にのに条業
第行

です討い項を

合対

こ

、北必２う

もるがて

よ
な道でにと

少海要号

算る

限で、当とがお加
るを土

にはい初な累け
し長押地

支なずのっ積
お含期さの

払いれ計て
にりみ保え買

利。も画
地従、損有る取

子現土
保取っこが地方り

の在
価有得たの増に策あ

簿
加し後処間大係る

理にしる北い 算て

北

がい年を算た支海は
の海

認るか行入。払道

発し費簿
め長らうさ利

せ算

業一と加

事て用価

い条、認

おのずが

に定

め

、満資れ

はを卸ら

て件
のすい

そた産て
用し

業合売。

事場販る

ま理準

さにの処、

上に

た

正成し平費備ま

適平
た成等金 な

はか、 勘年。
度価支備

定度年簿ら準
す等

目らか額出金

科か
へ計らへ五 計上自のるに（ 上し主加こつ外 すな事算とい六

呼任しなに要）

計毎健行ーしき

画に全なうルた事当

を事化おこを。業て

作業計、と含等目

成の画道をめ調的

す見をとはた整の

る直策しじ健引再

とし定てめ全当検

とをしは公化金討

も行ま同有方にを

にうし様地策つ行

土あ、
にて

くのあ規が
関

成て機

造っ係

地た関
事十

業、と

事は

道

事目議

主の協

自業分

これ子一 ら期

を
たり
ま取

い
の発不か

し
つま
にし

部施
一実
、

い業をとて

道。
てた
い

る三 ここ用取しは）

のやし自

とと地りま、

、。

しし管めた主

とと

、よたに等をいい
、

一う。見取策て準

定定直得定は備

期めしのし、金

間たをルま引等

事

のにい

）等行

業的を

買
の

地
土
が

施い業

実つ



２

実業

般一精にの事

一的

期補績会

会般算長長、

つ借借正額計

計会に期

負計

北 海

機い整院を立も
院と

札能る備が受病の

年入と考

幌とがさ毎け

札て度れしえ

医の、れ

科関

道 公 報

北１

３

に札札 道改 と札院 海病

院善幌 て北つ幌 病 し幌

討、て野 事北 検野い北

業を野

号外第

計の

価期
６ 万にて度る地長

り変保
億 円かる準よ。

備 ）けた
金 はてめ繰動有

号

平
成南に 十空計地 三価 知上 年

変 のさ 十

は過

担負い入入予でが

もで、剰

金担て金金算

つ及つ一決差に

に金に

さが期

いびい般定額長
入

期計れ発借

て長て会

行

入担額すを

借負た生
こ

のと年。う

金金とる

る

金様末院と

資同度病

い経。

大係幌い約てて

域状億る営

学の地る９

て

持では況円状し

の中

あのをい

つ検医にも況

育す提る一勘く

教討療

会す要

・る供こ般案必

と制や計る性

研」体と

、な

・さが、繰とは

究

分病金道い

医れ十当出

べ都院 会病 す寿病

療て

、 で釧 には き、 計要院

てる る、 い経 あ路 つす

及に

牧画 事小計 。苫営

神て

精い

びお 項

、地に越等地 万
整係 円

３ 昭価計さ調に

さた引る に

億 和の上れ

低

つ 年落れ公当含

度等た社金み い
は 円

かにもの及損 て 万

準解 、 ）

らよの内びの

あ留備消 は自

平るで部

８失る保金の 主 、

成損

業源

年に。での財 事 過

動 側れ

度充年あ合

二

等 溝た 月

調 等。 十

整 修 四繕 日

め金 た当 の

引

成３ 平

金元億

年 曜度

。

長度度成た

年年平し

期決借
要決

入確所度

借算入年

精のにか

の後額算

金定
すう

に入当行

算借充ら

て額こと

い過るこ

つ超

たも
えを

終度。

は年た

にす
断止
判廃
のて
とっ

医
門

、と
てと
っこ
立る

う じ野担
北を

幌療 講札
い院
つ病 たに立

院道
病

、て
はし 措てと

日

り

の源い

業財ま

事のて
活。

保てす

期しま

長と
よ
るる
係き
にで
地用
有

当とし

はをとと

みう
含

、

前該しま

、
等と容のら

のが薬院は服れ

体望剤外、薬、

し
成ま
平し

り恒収膳るビ理

上常益入適車がス栄

位的確院時や、の養

４

専割
度役 置高の

看手で

基統医・間

をの
化収護護術の

準一業看 平裕金等可床
許病

３

と

検

す資成資にの病利

討

な金

は況資

消し
解討
損

制ま管処院指薬

、

整れ理方内導剤

備る指の薬へ管

を。導進局と理

で料展で移指

きににの行導

るつ伴調しに

だいい剤て積

けて薬業い極

早剤務く的

期師かもに

にのらの取

行業病とり

適保回向士
う務棟考組

のに保時

新入を食温温収上の

看院図事給食可に適

護患る療食器能も正

の者こ養を等なつ配

基数と特行のもな置

準等が別う初のが、

をの望管た期でる勤

取動ま理め投あも務

得向れ加に資りの時

でをる算はが、で間

き確。に、必患あの

る認つ保要者るシ

等配
よしい温とサ。フ

関に員の置

しが益料職

え

算ま係つに部換

て望
いていとな

定しいつ門

もは配を

る。てのど

す

え続

で入換き

の、置引

関門隣行

り部、き

あ院

床用
資外病、

係と接い

金つ方 る金

との

必的年がい法数率

は検運算

要精３含てを

末れ、討用定

が算月ま

る行現て借願可は

あが

な運

。わ在い入い能、

。額い病用

れのる金た

能

い金今か。床可

て預
高、控にな

な残後ら数

すい床

たに余除つ病

い

精

利かな

金ど的

め、裕

適行

のてを

担み算

負ら
北な法

やで方

生当う

発

い

のとつ

道こに

海い等

政らて

財か

こ内でえむ

配処薬と大

置薬方指もに

に剤を導薬努

努管行を剤め

め理っ実管て

て指て施理ま

ま導いし指い

い料るて導り

りに７お料ま

まつ病りのす

すい院ま算。

うてて配なー管ト

、
今まい立な保

後い入て病ないに

とり院は院お寿努

もま時、で、都力

一す食寿算管病し

層。事都定理院て

の療病し栄にお

収養院て養つり

益特をお士いま

の別除りがてす

確管くま配はが

しに数護の度

料来院よ
要

統てあを看料動必

種

算なな

計いた基護を向

統に定ど見

にるっに料

とは一つすを直

おこて

を

てか、化いる見し

い

めめ行

許ら原すてた極

こ、、なっ

可、則るは

係しとよ平がて

病関と

利
床

病

、余資るて数
床

状、検

つ
に

定
算

の
率

用

六
（
外
六。てにす定

はおが件

、い、数

院て今の

外服後拡

保理すす置、、

に加べ。さ人今

努算てれ材後

めにのてのと

てつ道い確も

り

数資てとり均らお

、

院そま

を料許し上在、

しの日のす

基の可ま位

成床た看数都が

準作病

各
、
は

て
い

。、

と

四
）
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５
病事及の任

保人価連後

望費院務び過に

羽が件

き

病ま関の長翌程引

幌
院れ係人に年に

道 公 報

式高較採検報い

）定払が用討酬方リ

が額い行さが改式ハ

導払方われ行定のビ

入い式れてわ時比リ

号外第

がもき望科

こ発た算たま小平外

れ生ら定かれ児成来

らすす可をる科８診

はるも能把。外年療

号

こび

と入退

が院院

望時指

ま医導

勤、安定準役し二 務地定的に割そ月 期域的なつにの十 間住な配い応水四 が民確置てじ準日 かの保が、に

な信の必許収

り頼た要容め

短をめとしる

い獲にな得べ金 様得はるるく

子し、。人努曜 が、医件力

のいぐ

にる事は度お継

い動年計てこ

つ。異、
計へ任が

てに次画責と
持ま

、い画のを望

はつ

る

学実映っれ

理ての反
行

法とい遂。

療行とて

評一、

ののたし

士そっ

さ方と、いれに較テ
確

れ式定結なては検ー

た導額果いい出討シ

。入払とがな来をョ

時いし、い高行ン

に方てそ。払う料

お式定の少い必に

いと額後な方要つ

ての払両く式がい

は得い者ととあて

、失方のも定る

出の式比診額。

来比は較療払

そこのな握来度の

のとで患し診の包

算なあ者、療診括

定くるに収料療払

に、。対益に報い

伴増し確つ酬方

い収ど保い改式

追即のをて定

加増程図に定

的益度るよ額

な効算こり払

費果定と小い

用をでが児方

れ学料

る管に

。理つ
料い
入て
院
診
療
計
画
加
算
及

日 適今し行小

正な後、業う牧

なおと協務ほ病

業、も力量か院

務固、要に、に

遂定道請応平お

行医内をじ成い
て にの三行た

努確医っ適年給

め保育て正度食

てに大まなに業

まつ学い人は務

いいなり員羽の

材め継る

人今適努きい

のと院適てぎと

材後病

りどろ

確もに所おなこ

配務基、適で

保、勤を

なり

努置す本ま正あ

に

職適、事ま

力にるにた

が

てめ員正業務す

し努

人の理、

おてにな務処

まいい事遂を今

りまつ

定てでにたり

ののの改今うま羽

際比出め後えす幌

に較来まとで。病

診検高しも、院

療討払た定適の

報をい。期切理

酬行方的な学

のっ式に選療

請たを比択法

求結定較に士

方果額検努に

法、払討めつ

合に定のの児院

さ入つし実拡小科に

れ院いて施大児をお

ま診てお状に科標い

し療はり況努外榜て

た計、まをめ来す、

。画全す把て診る平

加てが握ま療江成

算の、しい料差

及病今なりに、年

び院後がまつ紋度

退にとらすい別診

院おも算。て、療

診
入療
院報
時酬
医改
学定
管の
理際
料に
は入
、院
平基
成本

りてどま配幌一

まはにす置・部

す、対。を苫を

。

薬にら入れ薬

毎かきさ

っと

すりて異行行後

本

、に引ても

がまは動や

６

。、

、す

こいをてい

材薬
薬医
医

に
つれ方行まて

いま式っいは
、

っ病れ務にが組

て院るそボによでみ

業に。のイつりきが

指い各定は羽報

導て病件、幌酬

料算院数小病改

と単利位求

考看さ位用のめ各

え護らそ率統ら病

料
年に
度統

どと

る院なし

す病換直

以

庁品競の札て品

こ事

期象る外

一に争半対い

契い札購品。の

括つ入
行予を薬

約てが入目医

定料

つ、わ定選材

には
て庁て量しに

い本れ数

おる報入い

にいの、つ

て各にがも

い。告札て

の
関料
料材

半病基実、

必

て
い

つ
に
価
単

入
購
係

務生他ラい大る

量ず職ーて幅業要

分る員業はな務と

担過の務、経で考

の員外、外費あえ

適の部給部節るら

正速委食へ減これ

化や託業の効とる

のかの務業果か。

うな推及務をら

え解進び委見、

か消に公託込早

らがつ務のむ急

廃れ院
も望い補推こな

ら婦なのの

れのるも低合るに

る配人のいを。勤

。置件の状不務

に費改態断す

つ水変がにる

い準が継検全

て引必続討て

下要ししの

げでてて看

にあいい護

はりるく職

、、病こ員

果

と業非効

病病棟とに

の職な

求外勤的

が以常
委

れ道を部

ら全員外

め
織たの

。組め託

るの含
等

たで員進

の内人推

そ
置の必

に配置が

めの配

がなつい

期院づ施複

は

てま

病目、どいり

各品
の統後てはす

院の今し

化購廉本

診一、、、。

難状購一

科が入価庁

療
目七 のし況入括（ 違い等が購外 い面の可入六

の今民す薬

ま幌務のま

お苫一後間。品

すな、

も託外

、小部と委以

。

医

成の託、のの

平牧委
２をこ推

たらに材

年病新れ進薬

力に

ににに庁努料

度院
おお始舎

、まて業進と取

補の具お次

ボ業業体り、

イ務務的、民

ラのにな職間

ー外お実員委

業部い施の託

務委てに退を

、託外つ職進

給に部い動め

食つ委て向る

業い託検にこ

棟床単がと

者を平

病動行な成

棟向っお

単なて、年

位どま看８

のもい護月

見見り職で

直極ま員解

しめすの消

にて。過し

つ必員ま

もめ

委部と努

、転見要

るをよま

す託、て

託委
層ま

ど進一り

な推りい

舎お率。

庁て効す

、し

も調能を

理まな

管り的

に五 よあ査な図）

対ま行目て

りりを品っ

けめ管しつ
象すうにま

業まて

てるま理てい

い

、

、食た務いは

は給し

ての討合と

羽業。等り

務
及は導をわと

び、入行せし

公一なっ、て

務部どて順い

い要にし

てなつた

は見い。

、直て

患しは

等、運

務が院

業す病

、

外後に

の今営
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購産用に

後購理のて他中い

入を
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在

のさつ大握が庫貯

算れ薬い学・得管蔵

定て品て医活策理品

道 公 報

へ

下上逆は妥定購院

イ
単通

げ回ざ、当時薬入

）っや単とに品

号外第

げたのてこア

るい各本薬はと

余。病庁品、と平
成 地院契及各し

号

平
成数全対 十病道象 三院立と 年で病す 十

材も

直入を他お医央る

ず材料の

ちし認医ら薬

て材受料室に

にため薬

用合い料払も等つ

使場

あて

すにるは管常にい

さ使るは

るつこ貯理時

か品れ用一、

予いと蔵

の、らとてす定薬

定て

をと

た購、しいる量品

いの保同

な入基てなも

学用でにの

。

卸即本認

等い以も

にる外他部しあつ認

各。のの附てるい識

病医道属、。てに

院薬立病廉つ

の材病院価い

価料院の購て

格や及契入

情医び約に

報療札状務

が機幌況め

活器医をる

用に科把の

し

がたと品ははに価知
集て

ありな単い留つを
て計い

っ、る価え意い
いはしる

た消よ契な願
のた、、た

が費う約い
なでい本集め

、税なと
定っ、。庁計に

前分予

購考価て次が結、

期を

を定

入慮格い回各果予

価院各価

単すのる薬病

定上改の病格

価る設以

がで約び病て

をと

年 あの対薬院い
度 る単象品にる
は と価外以て。
薬 考契な外単

価 え約いの価

改 るにし医契

定 のつ本薬約

でい庁材を

検て契料締

討約に約

さ不つす％

れ調いる引

比院る 二較をこ 月的集と 十大約で 四量の、 日

価

用本単

使え入

にう購

る一を

す庁

金

の契き

も括引

曜

し

職こが直と

、
は約下

し

のはじなま

員と生す
。

務難い適た

勤困など
最在

制た要な

体な必正

か診限管

ど、小庫

なめ
庫行

、業在を

ら療の理

実務

他
中医
央療
材材
料料
室の
等
に卸
保経
管理
しに
てつ
いい

購

しま入入価

と購購廉
に

し、つ例入

またに事
め

。品てど努

た薬いな
他慮ま

外、考て

以はも
ま

薬機、り

医のしい

の
料に後す

材関今

アつ体考め

及薬い病とな

び品て院すが

イのは共るら

に単、済な適

つ価各会ど正

い契病の、な

て約院薬市価

にの価場格

係購情動設

る入報向定

予単価なを

定価格ど行

日

見と

す支にこ

施に数う

７

る障

意

主量量容が務医随

業

るて
要とのを必委療

そは
の、

て差ロ

でこ動因改いの

なおと。

使とがの善薬

のる、

どけも

が討医要時保考

在さ療使医因期険え

価や等もう

格自を見こ

に治参極と

費つを滞

らかどに卸期

費費いに目

様さ
にれ

求約

な使差把要託請契

あ係事は

薬用を握で関

量毎うる務と

品数月の

のす

材のにえ。等も

・
に、握改業る

料差把、
て策委契

つ使し善務と
に額

て数差を託約

い用
、と原ずつの

は量異講
の措て方

出請因るい下

用、生追が品異ス
庫求

生請

効まじ求必の発、

で出原求

率たて・要払

る握あ数因の

に月い把

しのこがる量と過

著毎

て等

い使と行。とし誤

つれ求はが

格用にわ請

え

が率いて数、考

差効

なの用ら

生にてい量使

てしそい差管れ

じ著、

、請ら
いいののに理る

庫れ材用薬と

管た料効材し使求れ

理いの率料て用でる

上。使ののは管きが

望用分使、理な、

ま効析用購上い現

し率に効入の材状

いにつ率単ロ料で

とついに価ス費は

考いて影、、の、

えて響費請多道

るを用求寡立

の与計のな病

用い実留
でえ上過ど院

見処て施品

用用保長に
滞え理もすの

処処有期
れ留な済、る有

理理さ
のて品いの最こ無

済済
在在いが形薬低とに

の

い

庫庫る含と品限につ
りて

品がのまなや年よ
末在把

に金かれっそ度
他に庫握

つ額、てての
る医は量す

い的まいい
い。薬実及る

てにたな

た

れのか材地びこ

どそ

た
ない
卸。
経
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て

、
医は
て

数数内置硬

検

作
務、
事量

求務
請業
療

つ上。

務境
業環

の業
等

しを化

用析理

る変原で
化

薬な率

医う能

、行、
材め

の薬努

料医に

材ど
効管ま

用料て

使

検るの誤が間

、

て用分析病

及病、価類に院

び院経値しよに

に済別てるお

にお的、重手い

つけな重点法て

いる価要的がも

て薬値度にあ、

品に別管る

管主に理こ

理眼３すと

長と

いきなしとめ

くなな料

費に、るどま今のて

料

い

用つ長も適し後なま
より

処い期の正たとい
長うま

理て滞にな。も

い庫期、す

済は留つ在

年でて管滞適。

の、品

品な

品１他は理留切

薬

病管行が在

や回の、を

そ在

討

八
（
外
六

い必
つ、
に化

託変
委の

す

要務ま

の業り

率理い をグるか分
分合。

因の

の

ら析 手おル

、法 法きー

道を と、プ

し利に分立活

よ生確

の庫院理う発庫

認使をうす認

他確で換

こ努

薬を用行改るに

医
材行でう善

六
）
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を合従の従費が積

更は前必来用あ警算

新、の然の削る備

し賃賃性契減と・

な借借の約効考事

道 公 報

し争する然

一競、原る。医性リ

般争病理こ療ー

競入院がと事ス

争札内機に務契

号外第

び加状受見的

必え病況現し合に

要検院を在つう検

人討と検のつ契討

員すし討全、約す

号

のの

性し費在

直定件現

きた動務

招い変業

をて

及い域類妥べ室二 びるの似当きか月 事が賃施なもら十 務、金設結の各四 当予水に果と病日

なえに

直定準おと考院

格雇るっらお

業価やけ

るる

はの用実てれけ

務
外積情態い金

にか定

部算勢等る。算

ににあ曜

を果え務

業当る照ど方

い料料高
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